


































して、近年の実証的な研究成果を踏まえれば、入間田氏 反省は当然のことであると思うし、むしろその対応には潔い誠実さを感じている。こ こと 含め 長年にわたる入間田氏の学恩には報謝を尽くしき ないものがある。　
ただし、その一方で、入間田氏が反省の根拠とされた論文の中に、今度は逆の意味で実証的に検討を要する部分



































































それでは、 「由利中八維平」とは何者なのか。 『吾妻鏡』には、 治承四年（一一八〇（八月二十日条に「中八惟平」












そして、奥州合戦の後、 「中八維平」の名は「由利」の名字を付されて『吾妻鏡』に現れることになる （ｃ（ 。す
なわち彼は、藤原泰衡の郎従であった「由利八郎」にかわって出羽国由利郡の支配を頼朝から委ねられたのであろう。戦後、小鹿嶋などの地を与えられた橘公業がその直後 ら『吾妻鏡』に「小鹿嶋橘公業」と表記されるようになるのと軌を一にして中八維平も「由利」の名字を冠して呼ばれるようになったのであろう。そう考えると、大河兼任が維平に自らの蜂起の意図を伝えた理由も理解できる。私は入間田氏 （ｃ（ とは正反対に、これを兼任の頼朝に対する宣戦布告を側近 維平に委ねたも と考えたい。　
最初に大河兼任挙兵の報が頼朝のもとにもたらされた時、由利中八維平は逐電したという情報も伝えられたが、













































































































































































































、彼自身が近衛の故実 通じてい ことや、父 頼平が藤原（二階堂（行政 共に鶴岡若宮仮宝殿造営事始の奉



















































































































































に、当時 地方武士は京都に馴染んだ貴族 かつ都市的な存在だったと思うのである。 「由利八郎」と「由利中八維平」が別人ではないかという疑問が生じ のは、そうした地方武士に する認識に基づくものである。常識的に考えるならば、流人頼朝 側近にいた武士身分にある は思えない「中八維平」が、まさか奥州合戦後の出羽に一郡の地頭として配されるとは思い至らないであろう。　
ただし、これまでに『吾妻鏡』が「由利八郎」と「由利中八」を書き分けていることに注意を向けた研究者がい





























うした点は鎮西と共通する。すでに院や摂関家の支配が進み、彼らとの利害の調整をはかりながら在地支配を進めるには、王朝権力の内情に精通した吏僚系の御家人 活躍 期待されたに違いない。鎌倉幕府の政務の多くが京下りの吏僚によって担われたように、その地方支配の担い手もまた、 （一般に京・畿内と隔絶した存在と認識されているような（ 「東国武士」のみによるも ではなかったことを再確認しておかなければならない。注（
1（京都女子大学宗教・文化研究所『研究紀要』第二八号、二〇一五年三月。
（





（ 網野善彦『東と西の語る日本の歴史』 （講談社、一九九八年九月、初出一九八二年十一月（ 。
（










（ 拙稿「北条時政の上洛」 （京都女子大学宗教・文化研究所『研究紀要』第二五号、二〇一 年三月（ 。
（






（ 遠藤巌「平賀郡惣領職をめぐって」 （半田市太郎教授退官記念会編『秋田地方史論集』みしま書房、 九八一年 。
（
10（山北三郡惣地頭としての中原親能については 遠藤巌「雄勝郡地頭小野寺氏」 （ 『出羽路 第九二号、一九八 年二月（を参照されたい。
（




1（ 伊藤清郞氏は、奥州合戦の後、国衙機構を温存して平泉体制を継承する方針を担い得る郡地頭として、橘氏や中原氏のような吏僚的な武士が求められたことを指摘した遠藤巌氏の所説を紹介している（ 「奥羽合戦と鎌倉幕府」伊藤清郞・山口博之編『中世出羽の領主と城館』高志書院、二〇〇二年二月（ 。
（
1（ この点については、野中寛文「讃岐武士団の成立」 『四国中世史研究』創刊号、一九九〇年十二月（ ・同「讃岐武士団の発生と源平合戦」 （新香川風土記刊行会編『新香川風土記』一九八二年十月（を参照されたい。
（








1（ 武藤氏については、 拙稿「治承 ・ 寿永内乱にともなう鎌倉勢力の鎮西進出について」 、 二階堂氏については、 山本みなみ「鎌倉幕府成立期 おける文士─二階堂氏を中心に─」 （ 『紫苑』第八号、二〇一〇年三月（ 、安達氏については、金澤正大「鎌
　　　
倉幕府成立期に於ける武蔵国々衙支配をめぐる公文所寄人足立右馬允遠元の史的意義」 （同『鎌倉幕府成立期の東国武士団』岩田書院、二〇一八年九月、初出は一九七九年五月（ ・拙稿「流人の周辺─源頼朝挙兵再考─」 拙著『中世東国武士団の研究』髙科 店 一九九四 十二月、初出は一九八九年四月（ 、中条氏については、吉井功兒「小野系中条氏研究へのアプローチ─鎌倉・南北朝期を通して─」 （ 『ヒストリア』第一一八号、一九八八年三月（ ・牧野あき沙「瑞林寺地蔵菩薩坐像の銘
　　　
文と仏師康慶」 （跡見学園女子大学『美学美術史学科報』第二 二〇〇〇 を参照されたい。
（




1（ 川添昭二「鎌倉時代の筑前守護」 （同『 州中世史の研究』吉川弘文館、一九八三年、初出一九七一年（ 。
（
（0（石井進『日本中世国家史 研究』 岩波書店、 九七〇年七月（ 。
（
（1（拙著『坂東武士団の成立 発展』 （弘生 林 八二 （など
（
（（ 拙著『列島を翔ける平安武士』 （吉川弘文館、二〇 年 月（など。
（
（（ 須藤聡「平安末期清和源氏義国流の在京活動」 （ 『群馬歴史民俗』第一六号 九五 三月（ ・伊藤瑠美「
11～
1（世紀に
おける武士の存在形態─ 重宗 を題材に─ 上 （下（ 」 『古代文化 第五 巻（第 九号 二 〇四年八・九月（ ・長村祥知『中世公武関係と承久の乱』 吉川弘文館、二〇一五年十二月（など。
（
（（ 拙稿「寒河尼と小山三兄弟」 （ 『日本歴史』第七九八号、二〇一四年十 月（
（
















（0（齊藤仁「中世成立期の出羽国」 （ 『中世出羽の領主と城館』 （参照。
〔付記〕
　
執筆にあたり、高野山大学助教坂口太郎氏より、先行研究に関する多くの資料を提供して頂いた。記して謝意を表し
たい。なお、本稿は京都女子大学宗教・文化研究所における研究（研究課題「日本中世社会における宗教者の政治・文化的環境に関する研究」 （の平成二九年度における成果の一部であ 。
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